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本研究では，第一著者の北村が2022年3月30日と5月2日に
逢初川源頭部東側(地点E)で採取した盛土を調査対象とする．
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熱海市議会調査特別委員会（百条委
員会）の参考人で、２万立方メート
ル以外の盛り土の存在を県に指摘し
た土木設計エンジニアの清水浩氏
（５３）は「届け出の範囲か否かを
問わず、調査して県民にしっかり説
明すべき」と指摘する。県砂防課の
杉本敏彦課長は「未調査の盛り土に
ついては安全性を確認したい」とし
ている。

2022年4月30日の静岡新聞が報じた「崩れずに
残っていながら静岡県が公表していない盛土」
のうち逢初川源頭部の北東側の盛土で，未調査．

https://www.at-s.com/news/article/shizuoka/1060578.html



2022年5月17日 北村撮影



カガミガイ

2022年3月30日 北村撮影
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本研究グループは，粒度組成，放射性セシウム濃度，
泥質物の全有機炭素，全窒素，全硫黄の含有量の測定，
砂粒子の粒子組成，貝類の種同定を行った．

１．粒度組成は，地点B1の黒色の土砂は最頻値が63 mm以下

の泥質物(含泥率は24.5%)にあるのに対して，地点Eの土砂の

最頻値は180-125mmにあり，含泥率は18.3%であった．

２．泥質物の全有機炭素と全窒素の含有量は地点B1とEは同

じ値をとるが，全硫黄含有量は地点Eの土砂(0.29%)は地点B1 

(0.13%)の約2倍．地点Eの全硫黄含有量は，北村ほか(2022a)

の測定した3地点の土石流堆積物(地点A2, A5, B3)や2地点S1と

S2の土壌よりも高い．
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350-500 mmサイズの粒子組成については，地点B1と比較すると，
地点Eの土砂は石英がわずかで(1.0%)，生物源石灰砕屑物を多く
含み(6.0%)，黒雲母をわずかに含む(1.4%)点で異なる．
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貝類については，地点Eの土砂はイボキサゴ，ハマグリを
多産し，カガミガイなどを産する．前2種は地点B1の黒色の
土砂からも地点B3の土石流堆積物からも見つかっていない．

a b
e

c
d

イボキサゴ ハナムシロ
アサリ

カガミガイ ハマグリ

この盛土は，黒色の土砂と同様に，供給源の一部が
沿岸堆積物だが，採取地は異なることが判明した．した
がって，力学的性質が異なる可能性があり，今後の対
策に十分配慮する必要がある．

B1

盛土の西側地点

E

盛土の東側地点

B3

土石流堆積物

イボキサゴ 8

ハナムシロ 1

マガキ属 左右不明1 2 左右不明1

サルボウガイ 左殻1，右殻1

サルボウガイ 左右不明1

シオフキ 左殻1 左殻1

アサリ 右殻1 左殻1，右殻3

カガミガイ 左殻1，右殻1

カガミガイ属 左右不明1

ハマグリ 左殻5，右殻9

オオノガイ 左殻1

スケールバーは全て1 cm


